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千葉県習志野の事案における毒ガス弾等の埋設情報の収集状況等について 
 

 千葉県習志野の事案における毒ガス弾等の埋設場所に係る情報は下記の通り。 
 

１．情報収集等の経緯 
（１）厚生労働省からの情報提供（平成１５年７～８月） 

厚生労働省から環境省へ情報（別紙１、２）が提供されました。    

保
 
有状況及び処理状況を確認した主な結果は下記の通りです。 

<厚生省とりまとめペーパー（別紙１）> 
保有場所 保有部隊名等 種類・数量 

千葉県習志野市 
大久保 

陸軍習志野学校 イペリット 不明 
ルイサイト ６屯 
青酸    若干 

 
投棄場所 投棄作業者名等 種類・数量 

陸軍習志野学校 
 材料廠付近地下に埋設 
 
 
千葉県銚子沖に投棄 

陸軍習志野学校教
導隊員 
 
 
同上 

イペリット ６屯 
ルイサイト  
青酸    若干 
 
各種毒物  若干 

  

<厚生省聞き取り調査票（別紙２）> 
保有場所 種類 数量 

陸軍習志野学校（習志野市大久保）
習志野原現自衛隊射撃場北側に疎
開しあり 
当時学校は真毒使用場として使用
する。 

イペリット 
ルイサイト 

本数不明 
檻数不明 
約６屯余と記憶する 

 
廃棄場所 種類 数量 

昭和２０．８．１７－２０の習志
野学校材料廠員、教導隊下士官に
てサラシ粉約１０屯を使用し開放
し消毒の後地下に埋設する。終戦
後自衛隊に於て容器一部を発見、
米軍化学兵部隊に於いて徹底的完
全消毒を行い現在練兵場として使
用の筈。 

イペリット 
ルイサイト 

本数及檻別不明 
約６屯余と記憶する 

 
（２）千葉県習志野の事案の取りまとめ（平成１５年８～１１月） 

関係省庁及び都道府県等から提供された情報に基づき、千葉県習志野
の事案（別紙３）を取りまとめ、１１月末に昭和４８年の「旧軍毒ガス
弾等の全国調査」フォローアップ調査の報告書として公表しました。 
 

（３）材料廠の位置の確認（平成１５年１２月） 
    文献（別紙４）により、材料廠付近の位置を確認しました。 
 
（４）環境調査等の対応が必要である区域を習志野学校跡地と特定（平成１６

年２月） 
    環境省の専門家委員会において、習志野学校跡地内を対象として環境

調査を行うこととなりました。 
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（５）習志野学校跡地における環境調査を開始（平成１６年３月） 
    習志野学校跡地において、民有地等については環境省が、国有地につ

いては財務省が、地下水調査等、環境調査を開始しました。 
 
（６）習志野学校出身者への聞き取り調査（別紙５）（平成１６年３月） 

習志野学校出身者の証言によれば、毒ガス弾等の処理場所は真毒使用
所（現在の自衛隊習志野演習場）及び特殊弾格納庫周辺（現在の住宅地）
と推測された。  
真毒使用所及び特殊弾格納庫の位置を確認（別紙５、６）。 
 

    引き続き、旧軍関係者へのアンケート調査等により、情報収集を実施
しました。 

 
（７）習志野学校跡地における環境調査を終了（平成１７年３月） 
    環境省及び財務省では、平成１６年３月１日から習志野学校跡地の環

境調査を行い、分析した全ての地下水・環境大気・土壌・表層ガスから
は毒ガス成分は検出されませんでした。

    また、既に実施した物理探査（レーダー探査、磁気探査）の反応物が
毒ガス弾等でないことを確認する不審物確認調査を平成１７年２月１５
日から３月１８日に実施しました。その結果、全ての地点について不審
物はありませんでした。

 
習志野学校跡地については、「現状においては日常生活を行う上で危険
性はない（ただし、一部の場所で調査が完了していないため、その場所
については土地所有者の要望に応じて調査を実施する。）」となりました。 

 
（８）環境調査等の対応が必要である区域として、新たに習志野演習場を追加 
   （平成１７年４月） 

環境省の専門家委員会において、習志野演習場内の環境調査（地下水
調査及び物理探査）については防衛庁が、習志野演習場周辺の地下水調
査については環境省が実施することとなりました。 
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